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I 動機及び目的

ICUで働く看護婦は,高度な専門技術や看護面での迅速な行動が常に要求されている｡また,
多くの医療株券に囲まれた閉鎖的環境は緊張感を高めている｡このような状況下においてはストレ

スが増大し,精神的疲弊から,Burmoutに陥りやすいという報告がされている｡

今回,当ICU看護婦の精神衛生状態を知り,どのような因子がBurnoutに関連するのか,また,
ストレスにどのような対処をしているのかを知る目的で調査を行った｡

Ⅱ 方法

1.Pinesらが作成し,稲岡らが翻訳修正したBurnout測定スケールを含むBurnout背景因子に関

する50項目をもとに,アンケートを作成し,当ICU看護婦19名を対象に1990年5月に配布調査
した｡

2.1の結果をPinesのバーンアウトスコア (表1)により,健全群 (以下A群とする) ･警戒散

侯群 (以下B群とする) ･Burnout群 (以下C群とする)の3群に分類し,各群について,育

景因子及びストレス対処方法を比較検討した｡

Ⅲ 結果及び考察

今回の調査によるBurnoutの状況はA群32%,B群26%,C群42%であり,Burnoutの平均ス
コアは｢3.58｣であった｡斉藤1)らの,1984年9大学のICUの看護婦177名を対象とした調査結果
と比較すると,当ICUの方がC群で17%多かった｡しかし,平均スコアに大差はなかった｡(表2)

一般に,Burnoutへと導く要因には,仕事や職場に関する要因,社会的要因,個人的要因の3

つがあると言われている｡この3つの要因について考察した｡(図1)

1.仕事や職場に関する要因について,心理的･対人的 ･物理的要因の3項目について検討した｡

1)心理的要因については,｢支持なく自分の判断で行うことができる｣｢自己の能力が発揮でき

る｣がともにA群で約70%,B･C群で約50%だった｡｢現状の仕事は緊張の連続であり｣
｢精神的に負担である｣A群60%,B･C群40%であった｡A群の方が緊張度が高く,精神
的に負担だという結果は斉藤らや他の報告とは道であった｡A群がこのようなストレスをか

かえながらも,Burnoutしていなか･Dた理由としては,｢自己の能力及び判断力が発揮でき

ている｣という満足感が大きく左右しているのではないかと思われる｡

｢職場で自己の存在価値が認められているか｣については,各群とも54･-60%であった｡約

半数の人が ｢充実した仕事をしても,同僚や上司から認められていない｣と,感じていると
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いう結果であった｡このような,その人の良さを認め,さらにそれを引き出そうとする職場

全体の働きかけが不足すると,仕事の意欲が減退する要因となるものと思われる｡さらにI

CUは,気管内挿管中の患者や意識障害のある患者が多く,患者からのコミュニケーション
などによるフィードバックが乏しい事も,心的エネルギーの消耗を増す原因だと考えられる｡

2)対人的 ･物理的要因には,A･C許では差はなかった｡B群では他群より,対人的には同僚

間の相互の信頼及び支持関係について,物理的には病棟の構造について満足していた｡この

2点がB群がBurnoutへ移行するのを,おさえている要素の1つではないかとも考えられ

る｡

2.社会的要因については,各群とも ｢夜勤回数が多い｣｢看護ケアよりも医師の指示及び治療介

助におわれる｣｢看護婦が不足している｣については,40-50%前後だった｡これらと,Burn

outとの因果関係は今回はつかめなかった｡

3.個人的要因については,職業に関する項目と,私生活に関する項目とに分けて検討した｡

1)職業に関しては,｢希望の職場に配属されている｣｢自分の性格 ･性分に合っている｣｢現在

の仕事を行うために必要な専門知識 ･技術 ･能力をもっている｣という点で差があった｡

各項目とも,A群が70-80%の高率なのに対し,B･C群では40-50%と低かった｡希望の

職場か,性格に向いているかといった事は,仕事の意欲にかかわって来るだろうと思われる｡

2)私生活に関する項目については,アパートで一人暮しをしている人がC辞で多かったO

他には,ICUへ来てからの経験年数が1年未満の人は,C群の傾向があった｡(表3)

以上Burnoutへ導く要因について,3点を検討した｡

次にストレスの対処法について考察する｡

ストレスに対する考え方について ｢自己主張して解決する｣A群26%･C群16%｡｢あせらず優

先される仕事からかたずける｣A群5%･C群32%｡｢時間をかけて話し合って解決する｣A群11%

･C群32%という結果が出た｡C群はA群より,その場で解決せず,他人と争うよりも妥協してし

まう傾向が多かった｡(表4)

ストレス解消の具体策においては,各群とも趣味をもち,信頼がおける相手に相談にのってもら

っている点では変わりはなかった｡｢旅行することで解決する｣がA群で多く,｢アルコールを飲ん

で解決しようとする｣_がC群で多かった｡C群ではやや内向的,A群ではやや外向的な傾向があっ

た｡

Ⅳ 結 語

1.A群32%･B群26%･C群42%の割合だった｡

2.B･C群ではA群より,現在の仕事を行なう為の専門知識や技術に,自信がないと思っている

人が多かった｡

3.ストレスの対処方法については,C群では,その場で解決せず,他人と争うよりも安協してし
まう人が多かった｡

本論文の要旨は,第6回信州ICUセミナー (1990年8月26日,駒ヶ根市)にて発表した｡
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表1 バーンアウトスコア

2.9以下 健全群

3.0-3.9 警戒徴候群

4.0以上 Burnout群

表2 看護婦経験年数との関係

Burnoutスコア分類 5年 未 満 5年以上-10年未満 10年以 上

A.健全群 6(32%) 0 5_ 1

B.警戒散侯群 5(26%) 1 2 2

C.Burnout群 8 (42%) 0 4 4

表3 ICU経験年数との関係

Burnoutスコア分.類 1年 未 満 1年以上-2年未満 2年以上-5年未満 5年 以 上

A.健全群 6(32%) 1 2 2 1

B.警戒徴候群 5 (26%) 0 ■3 2 0

C.Burnollt群 8 (42%) 4 1 2 1

表4 問題対処方法との関係

Burー10utスコア分類 自己主張する あせらず解決する 時間をかけて話し合って解決する 安協する

A.健全群 6 (32%) 5 1 2 2

ち.警戒徴候群 5(26%) 2 3 0 3

C.Burnout群 8 (42%) 3 6 6 5
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